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研究成果の概要（和文）：日仏語の大規模コーパスをもとに100万件規模のＮグラムデータベースを構築した。
このデータを対象に、種々のコロケーション指標を評価し、頻度結合の強度（Log-r)により2グラムの特徴付け
が可能であることを示した。
同時に、データの観察により、以下の言語事象を発見し、コーパスに基づき詳細に記述・説明した。1)フランス
語の「名詞＋名詞」と「名詞＋de＋名詞」間の変化と変異、2) フランス語の「femme＋人間名詞」の語順は、後
続名詞の女性名詞化のためのfemmeの接頭辞化に由来、３）フランス語の親族や王・王妃などを表す名詞の形容
詞化において性別が文法上の性として機能する現象。

研究成果の概要（英文）：We built the database of 1 million Ngram from the very large corpora of 
French and Japanese.　After evaluating several collocation indices with these data. we have 
demonstrated the measurement of the characteristic of bigrams according to their frequency and their
 degree of compositionality measured by their log-r.
At the same time, through the observation of the data, we discovered some linguistic facts very 
little or never treated in the literature and described and explained them in detail: 1) changes and
 variations between <NN> and <N de N> in French, 2) typologically irregular word order <femme + 
human noun> can be explained by the fact that femme is a prefixoid feminizing the sequence  3) 
transfer of 'sex' into grammatical gender in the adjectivation of kinship and loyalty terms in 
French.

研究分野： 言語学、フランス語学

キーワード： 言語変化　構文化　コーパス　コロケーション　文法上の性　統計手法　日本語　フランス語

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来の言語研究はパラダイムへの関心が主
流であり、語彙項目の文法パターン（コリ
ゲーション）やコロケーションパターンな
ど、共起に関する問題は注目されてこなか
った。その理由の一つは、意味や文法性の
差は内省による分析が可能とされるのに対
し、文法パターンやコロケーションパター
ンは無意識に属し、無限に存在する語彙項
目の一つ一つの使用パターンを発見して一
般化することには、方法論上の困難があっ
たからである。しかし、コンピュータの技
術革新に伴い、大規模データを用いて、語
彙項目の一つ一つに対して、詳細な使用の
パターンを観察することが可能になり、こ
の分野の研究が次々と発表されている。し
かし一方で、言語研究がコンピュータの処
理能力に追いつけていないのも確かである。
同じ一人の研究者、あるいは一つの研究チ
ームにおいて程度の差はあっても、言語学
と情報科学の両方の分野を理解する研究者
が協力して、従来の方法とコンピュータを
用いた方法を融合させた研究が望まれる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、言語現象を人間の動的な言語使
用の痕跡と見なす立場に立ち、書き言葉と
話し言葉のコーパスを用いて、日本語とフ
ランス語の名詞句内のコロケーションとコ
リゲーションのパターンを定性的および定
量的に観察し、言語使用と言語構造との関
係の解明を目指す。書き言葉コーパスから
は、種々のジャンル・時代における言語使
用の大規模なデータを採取できる。話し言
葉コーパスからは発話者の発話意図により
直結した、言語使用の精密なデータが得ら
れる。この両者を組み合わせることによっ
て、言語使用の傾向とその構造化の過程を、
使用頻度、意味領域、品詞などの多因子を
仮定して推定する。また日仏語の対照から、
汎言語的な一般化を目指す。 
 
３．研究の方法 
日仏両語の大規模書き言葉コーパスを拡充
し、N グラムなどの大規模データを作成す
る。日仏両語に共通した意味領域（人間、
サイズ、色など）を選定し、名詞＋名詞、
名詞＋形容詞、名詞＋助詞＋名詞などの名
詞句を選定し、頻度の高い表現をコーパス
から抽出する。コロケーションパターン、
コリゲーションパターン、意味パターン（語
と意味間）の強度と頻度を計算する。その
他の情報を加えてデータベースを作る。デ
ータベースの定量的・定性的な観察により
日仏語の特徴を明確にする。現象を確率論
的にとらえる根拠を理論化し、言語使用が
言語構造を作り上げるモデルを作成する。
すでに構築済みの話し言葉コーパス『名大
会話コーパス』の利用方法を改善して、話
し言葉をデータとして有効に利用するよう

にする。 
 
４．研究成果 
研究の主要な成果は以下の３点である。 
１． 日仏語の大規模コーパスをもとに

して、多量の品詞タグ付きのＮグラム
データベースを構築した。共同研究に
よりすでに構築済みの英語Ｎグラムと
併せて、本研究課題において利用した。
また、これらのデータは今後の研究に
おいても利用が可能である。 

２． 日本語・フランス語・英語のそれ
ぞれ 100 万件規模の２グラムデータを
もとにした、統計手法に基づく２グラ
ムの特徴付け。コロケーションの指標
として多用されてきた、MI スコア、t
スコア、Dice, Jaccard などを本研究で
提案した Log-r と比較して、その欠点
を明らかにした。 
２語連語は、結びつきの強度と頻度に
よって特徴付けられる。MI スコア、t
スコア、Dice, Jaccard はいずれも、結
びつきの強度のみをはかる指標ではな
いために、強度と頻度の２次元的な特
徴付けには向かない。一方、Log-r は強
度のみを測る簡素な指標である。 
結びつきの強度が強く頻度が低い結合
は意味的に１語化するが、頻度の高い
結合は結びつきの強度は必ずしも強く
はなく、文法的・機能的な連語に相当
する。いずれにせよ、全ては連続体を
構成しており、１語なのか２語なのか
などに関して境界が定まっているわけ
ではない。 

３． Ｎグラムデータベースの観察によ
り、過去に記述がないか、あるいは十
分には記述されてはいないが、言語学
的に重要な研究課題を発見することが
できた。それぞれの課題について、各
言語のコーパスを用いて、文脈の観察
を入念に行い、その使用を詳細に記述
した。言語の使用に基づき、構造化の
過程を推測することができた。以下に、
主な５つの研究課題に関して詳述する。 
 
(ア) フランス語の「名詞＋名詞」と「名

詞＋de＋名詞」の使い分け。フラ
ンス語では「名詞＋名詞」の連続
は、英語の影響などで頻繁に起こ
ると言われているが、前置詞の消
去は、一般に述べられているほど
頻繁ではなく、同じ名詞が「名詞
＋名詞」と「名詞＋de＋名詞」の
両方の形で出現するのはきわめて
わずかである。ほとんどの場合、
スキーマは前もって定まっている
と言える。Effet domino vs Effet de 
serre の対立は意味的に説明が可
能である。Fin janvier vs fin de 
janvier>など、構造変化が進行中の



ために、両方の使用が可能な連続
もあるが、必ずしも、「名詞＋名詞」
の方向に向かっているとは言えな
い。 
 

(イ) フランス語の「femme＋職業名詞」
の語順は日本語と同じであり、言
語類型論的観点からはイレギュラ
ーである。Femme の前置は、職業
名詞を女性名詞にする一般の女性
の接尾辞と同様の役割を果たし、
半ば接辞化して使われていると考
えられる。フランス語の「名詞＋
名詞」の連続では前置名詞の文法
上の性が連語の文法上の性を決定
することにより、femme を前置す
る慣用が生じたと考えられる。日
本語は、「女性医師」「白人女性」
のように両方の語順があり入れ替
えは不可能であるが、日本語の語
順は意味論的に説明が可能である。
外延が広く内包の大きい概念は形
容詞的に使われやすく、逆の場合
には名詞的に使われやすい。「医
師」と「白人」を比べた場合、医
師は白人よりも内包が大きく、外
延は小さい。 

 
(ウ) フランス語では、親族名詞や王・

王妃を表す名詞が比喩的に前置名
詞を修飾する際に、ville sœur, pays 
frère のように、名詞の表す性別が
形容詞の文法的性と同様の振る舞
いをして、共起する名詞を製薬す
る。男を示す語(frère)は男性名詞
を、女を示す語(soeur)は女性名詞
とのみ共起し、pays とほぼ同義の
nation は nation soeurのみが可能で、
nation frère は不可能である。これ
までに記述のなされていないこの
現象を、vie étudiante、mouvement 
étudiant のようなよく知られた人
間を表す名詞の形容詞化と対比し
てデータに基づき記述・説明した。
étudiant/étudiante は一般に、名詞用
法以外に、形容詞用法があると認
定されているが、人間名詞はすべ
て形容詞としても用いられるわけ
ではなく、さらなる研究が必要で
ある。日本語では、「親会社」「子
会社」「孫会社」「親指」など、共
起名詞の制約は意味論的に透明性
が高いが、フランス語では、名詞
の性と人間の性の関連の故に不透
明性であると言える。 
、 

(エ) コーパスに基づき、日本語の「甘
い」の意味記述を行い、フランス
語や他の多くの言語とは異なり、
この語が女性性と密接な関連があ

ること、また、コーパスに基づき、
日本では「甘さ」は男らしさの欠
如と結びつきが深いことを示した。 
男らしさは、「辛さ」と共起しやす
く、従って、「甘さ」は日本語にお
いては、否定的なコノテーション
を持っている。 
 

(オ) コリゲーションパターンの研究と
して、フランス語の使役構文にお
ける、被動作主を表す à と par の
対立に関する研究をコーパスに基
づいて行った。 

 
話し言葉を専門とする研究者と共同して、
話し言葉コーパスの「名大会話コーパス」
の分析を音声データも利用して行い、イタ
リアの学会で紹介した。話し言葉における
使用頻度は、構造化の観点から近年重要視
されているために、研究のブレークスルー
として期待できる。また、「名大会話コーパ
ス」を国立国語研究所のサイトに公開し、
国立国語研究所が開発する検索ツールが使
えるようになった。このようにして、今後
の研究に役立てるための準備を行った。 
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